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特　集 推進工事技士　頼もしいパートナー

はじめに1
　現在、私は企業立地や新規開発構想
など、産業に関する政策を主な職務と
しています。こんな私もかつては、「月
刊推進技術」を愛読していた一人であ
り、公務員技術者としての大半を上下
水道部門で過ごしてきました。そして、
この間、幸運にも推進工事技士をはじ
めとし、上級土木技術者（環境）や技
術士（上下水道部門/総合技術監理部

門）などの資格を取得してきました。
　産業政策と言うと、一見、下水道事
業とは無関係に思われがちですが、企
業立地に関する相談や開発構想に関す
る業務ともなれば、私の上下水道部門
での経験は業務を遂行する上で大きな
アドバンテージとなっています。

資格を取得した理由2
　私は大学で畜産土木工学（現：生物

環境科学）を学んだ後、磐田市役所に
入庁しました。そして、下水道事業に
携わるようになって数年が経過した入庁
7年目の頃、自分は技術者として社会
の中でどれくらい通用するのか、また将
来、どれくらい活躍できるのか、不安
に感じる日々を過ごしていました。
　そして、この当時、一緒に仕事をさ
せてもらっていた人達は、専門的知識
や専門的応用能力を身に付けた言わば
下水道の「達人」ばかりだったこともあ
り、私は徐々に彼らに憧れるようになっ
ていきました。そして、自分も技術者と
して、彼らに近づきたいとの思いから、
当時29歳だった私は、「推進工事技士
の資格」にチャレンジしたのでした。今
から12年前のことです。

現在までの活用事例3
　私は、上下水道部門に在籍させてい
ただいた15年間、計画や設計さらには
現場において、さまざまな経験をさせて
もらいました。
　その中でも下水道7年目に経験した
現場（図−1）は、私の技術者人生に
おいて大きな財産となっています。こ
の現場は、推進延長が長い上に河川横
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図−1　磐田東部処理系統汚水幹線
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断のスパンを含むなど、さまざまなトラ
ブル要因が潜在していました。しかし、
発注者および受注者側、双方の推進工
事技士が常に推進状況等について、「ホ
ウ・レン・ソウ」を行うと共に、工程
会議等を通して情報の共有化を図った
ことにより、トラブルの発生を未然に防
止することができた印象深い現場です。
　私はこの時ほど、発注者・受注者側
の双方に有資格者（推進工事技士）の
必要性を感じたことはありません。

これから受験されるみなさんへ4
　私自身がそうであったように、初めか
ら推進技術が得意という人は少ないと
思います。これを読んでいるあなたが、
もし、これに同感するのであれば、ぜ
ひ推進工事技士の資格にチャレンジし

てみて下さい。チャレンジする過程にお
いて、間違いなく専門的知識や応用能
力が身に付くはずです。そして、合格
後はさまざまな経験や継続教育（CPD）
を通して、あなたの技術者としての視野
は無限に広がっていくことでしょう。

推進工事技士への期待5
　下水道事業を取り巻く環境は、事業
費の削減が続く一方、安全・安心につ
いての国民の懸念が拡大し、さらには
ダンピングや老朽化による陥没事故が
頻発するなど、大変厳しい状況にあり
ます。このような厳しい状況だからこそ、
推進工事技士のみなさんには、さらな
る技術力の向上や総合的な技術監理能
力の向上に努めていただき、プロフェッ
ショナルエンジニアとして、「循環のみ

ち下水道」の成熟化に大いに貢献して
いただきたいと思います。

技術者資格制度の課題と展望6
　技術者資格制度の課題としては、公
共調達における継続教育（CPD）の活
用状況の低さが挙げられます。公共工
事においては、技術者の最新の知見や
技術力が成果の良否に繋がるものであ
り、入札時点でCPDの有無を評価する
ことは重要なことであります。このこと
から、今後は学協会におけるさらなる
連携強化や効果的な情報発信を行うな
ど、CPDの活用を高めるための取り組
みが不可欠であると私は考えています。
そして、この取り組みを推し進めること
が、結果的に技術者（資格）の社会的
信頼性の向上に繋がると私は信じてい
ます。


